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老
舎
は

一
九
三
○
年
二
月
末
、
新
加
披
を
離
れ
、
三
月
、
上
海
に
帰
着
し
た
。
新
加
披
で
は
、

二
九
年
秋
、
中
華
書
局

の
紹
介
で
華

僑
中

学

(現
在
の
南
洋
華
僑
中
学
)
で
国
文
教
師
を
半
年
間
ほ
ど
勤
め
た
。
三
○
年
二
月
、
学
期
が
終
了
し
辞
職
し
た
が
、
帰
国
予
定

を
変

え
、
南
洋
開
拓
に
汗
し
た
中
国
人
に
興
味
を
抱
き
、
辞
職
後
も
他
に
職
を
得

て
こ
の
地
に
滞
ま
り
た
い
と
願

っ
た
。
し
か
し
、
そ

の
職
を
め
ぐ
り
第

三
者
と

の
間
に
不
愉
快
な
出
来
事
が
あ

っ
た
ら
し
く
帰
国
を
決
意
し
た
の
で
あ

っ
た
。

上
海
到
着
後
、
鄭
振
鐸

の
家
に
逗
留
し
長
篇

『小
披
的
生
日
』

の
残
り
二
万
字
を
書
き
上
げ
、
四
月
、
北
平
に
戻

る
。

北
平
で
は
友
人
白
深
洲

(当
時
北
平
師
範
学
校
教
務
長
)
宅
に
仮
寓
し
、
基
督
教
青
年
会
、
北
平
師
範
大
学
等
で
講
演
を
行
な
う
な

ど
、
す
で
に
世
間
は
彼
を

「
幽
黙
作
家
」
と
し
て
遇
し
始
め
て
い
た
。
勿
論
こ
の
時
已
に
三
作

の
長
篇
小
説
が

『
小
説
月
報
』
の
連
載

を
終

え
単
行
本
と
し
て
も
出
版
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら

「作
家
」
と
呼
ば
れ
て
も
不
思
議
は
な
い
が
、
自
他
と

も
に
認
め
る

「
作

家
」

と
な
る
に
は
道
は
決
し
て
平
坦
で
は
な
か

っ
た
。

三
○
年
七
月
、
老
舎
は
斉
魯
大
学
文
学
院
教
授
兼
国
学
研
究
所
文
学
主
任
と
し
て
迎
え
ら
れ
済
南
に
赴
任
す
る
。

こ
の
夏
、
蒋
介
石

は
馮

玉
祥
、
閻
錫
山
討
伐
令
を
下
し
所
謂

「中
原
大
戦
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
秋
に
は
蒋
介
石
が
勝
利
し
、
華
北

一
帯
に
再
び
平
穏
が

戻
る
と
い
う
時
節

で
あ

っ
た
。

斉
魯
大
学
の
前
身
は
、

一
八
六
四
年
、
米
国
長
老
会
が
山
東
登
州
に
設
立
し
た

「広
文
会
館
」
と

一
八
六
六
年
に
英
国
浸
礼
会
が
青
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中
国
文
学
論
集

第
二
十
二
号

州

(
益
都
)
に
設
立
し
た

「
広
文
書
院
」
が
合
併
し
て
設
置
さ
れ
た

「
広
文
学
堂
」

(灘
県
)
で
あ
り
、
さ
ら
に

一
九

一
七
年
、
済
南

医
学
院
、
青
州
神
学
院
を
吸
収
し
、
私
立
斉
魯
大
学
と
し
て
発
足
し
た
教
会
系
大
学
で
あ

っ
た
。
当
時
、
華
北
最
大

の
校
園
と
称
さ
れ
、

環
境
が
良
く
、
大
学
運
営
経
費
も
充
分
で
待
遇
も
良
く
給
料
の
遅
欠
配
も
な
か
っ
た
と
い
う

(
=
二

年
秋
、
国
立
青
島
大
学

で
は
給
料

の
遅
配
が
あ
り
、

一
ヵ
月
余
り
教
員
ス
ト
が
続
い
た
)。
ま
た
、
教
会
と

い
う
後
盾
に
よ
り
省
政
府
等
の
干
渉
も
比
較
的
少
な
か

っ
た

と
言

わ
れ
る
。
老
舎
着
任
当
時
、
校
長
は
中
央
教
育
官
僚
を
歴
任
し
た
朱
経
農

(教
育
学
)、
学
院
長
は
林
済
青

(
の
ち
校
長
、

一
九

三
六
年
、
山
東
大
学
校
長

へ
転
任
)
で
あ

っ
た
。

老
舎
が
斉
大
に
職
を
得
た
理
由
を
胡
金
鐙
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

彼

(朱
経
農
)
は
王
雲
五
と
関
係
が
深
く
、
商
務
印
書
館
の
編
輯
所
所
長
を

つ
と
め
た
こ
と
も
あ

つ
た
。
老
舎

は
は
じ
め
の
こ
ろ

の
何
篇
か
の
小
説
は
編
輯
所
編
集

の

『
小
説
月
報
』
に
発
表
し
て
い
る
か
ら
、
彼
が
斉
魯

へ
行

っ
た
の
も
、
恐
ら
く
こ
の
関
係
か
ら

で
は
な
い
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
確
証
は
な
い
が
、
こ
の
選
択
が
次
善
の
策
で
あ

つ
た
こ
と
が
、
帰
国
後
北
平
に
戻

っ
て
か
ら
職
業
作
家
と
し
て
や
っ

て
行
き
た
か

つ
た
、
と
言
う
老
舎
の
言
葉

に
表
わ
れ
て
い
る
。

三
〇
年
当
時
、
同
人
で
な
い
商
業
ベ
ー
ス
の
文
学
誌
は
無
か
っ
た
し
、
そ
の
当
時
の
文
壇

で
老
舎
自
身
に
明
確
な
文
学
的
主
張
が
あ

っ

た
と
も
言
え
な
い
。
ま
し
て
や
名
が
世
に
出
た
ば
か
り
の
彼
が
頼
れ
た
の
は
、
鄭
振
鐸
と

『
小
説
月
報
』
し
か
無
か

っ
た
。
そ
れ

で
も

創
作
を
続
け
る
環
境
が
ほ
し
い
と
な
れ
ば
、
職
業
選
択
肢
は
い
く
つ
も
無
い
。
察
す
る
に
老
舎

の
心
情
と
し
て
は
、

北
平
か
ら
離
れ
た

く
な
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
創
作
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
た
と
え
済
南
で
あ
ろ
う
と
大
学
に
職
を
探
さ
ざ
る
を
得
な

か

つ
た
の
で
あ
る
。

斉

魯
大
学
で
は

「
小
説
作
法
」、

「文
学
概
論
」
等
を
担
当
し
、
ま
た

『
斉
大
月
刊
』
編
輯
部
主
任
を
兼
任
し
自

ら
も
辞
職
す
る
三

四
年
夏
ま
で
、
文
九
篇
、
詩
五
篇
、
翻
訳
十

一
篇
、
論
文
三
篇
、
短
編
小
説

二
篇
を
こ
れ
に
発
表
し
て
い
る
。
ま
た

「作
家
」
と
し
て

は
、

三
四
年
夏
ま
で
に
、
長
篇
小
説
四
篇

(
『
大
明
湖
』
は
上
海
事
変

で
原
稿
焼
失
、

『
牛
天
賜
傳
』
は
三
四
年
八
月
脱
稿
、
九
月
よ

り

『
論
語
』
誌
に
連
載
)
を
は
じ
め
、
短
篇
小
説
、
散
文
、
雑
文
、
詩
等
八
〇
余
篇
を
十
数
種
の
刊
行
物
に
意
欲
的

に
発
表
し
た
。

三
四
年
六
月
末
、
教
師
生
活
に
終
止
符
を
打
ち
、
筆

一
本
で
生
き
る
決
意
を
し
、
七
月
中
旬
、
斉
魯
大
学
を
辞
し

て
、
八
月
十
九
日
、
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文
壇

の
中
心
「

上
海

へ
向

つ
た
。

八
月
胞
到
上
海
,
我
不
是
去
逡
,
而
是
想
看
看
,
能
不
能
不
再
教
書
而
專
以
爲
作
挿
飯
喫
。
我
早
就
想
不
再
教

書
。
在
上
海
住
了

十
幾

天
,
我
心
中
涼
下
去
,
錐
然
天
是
那
麿
熱
。
爲
甚
歴
涼
?
兜
底
兄

一
句
話
:
專
侯
着
爲
東
西
喫
不
上
飯
。

(八
月
上
海
ま
で
行

っ

た
が
見
物

で
は
な
く
、
教
員
を
や
ら
ず
に
物
を
書
く
だ
け
で
暮
ら
し
て
ゆ
け
る
か
ど
う
か
見
た
か

っ
た
の
だ
。
上
海

に
十
数
日
滞
在

し
、

私
の
胸
中
は
寒
々
と
し
て
来
た
。
気
候
は
ひ
ど
く
熱
い
の
に
ど
う
し
て
寒

々
と
し
た
か
。

つ
ま
り

一
言
で
言
う
な
ら
、
物
を
書

く
だ
け
で
は
食
べ
て
行
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か

っ
た
か
ら
だ
。
)

こ

の
時
、
老
舎
は
已
に
胡
潔
青
と
の
間
に

一
女

(舖
済
)
を
設
け
、
北
平
の
実
母
も
養
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
立
場
に
あ

っ
た
。
経
済
的
に

安
定

し
た
教
授
の
職
を
辞
し
て

(当
時
の
大
学
教
員
は
招
聰
制
で
任
期
は

一
年

で
あ

つ
た
が
、

「
辞
職
」
は
引
き
続
き
招
聰
を
受
け
な

い
と

い
う
意
志
表
示
だ
と
い
え
る
)
上
海

の
文
壇
、
出
版
界

の
状
況
を
下
見
聞
に
行

つ
た
訳
で
、
そ
こ
に

「職
業
作
家
」
転
身

へ
の
並
々

な
ら

ぬ
願
望
が
伺
え
よ
う
。
こ
の
年
の

『東
方
雑
誌
』

一
月
号
に
已
に
そ
の
心
情
が
見
え
る
。

希
望
能
在
暑
後
不
再
教
書
,
而
專
心
鳥
文
章
,
這
箇
是
不
容
易
實
現
的
。
自
已
的
負
担
太
重
,
而
鳥
文
章
的
収

入
又
太
薄
:
我
是

不
能

不
管
老
母
的
,
難
然
知
道
創
作
的
要
緊
。

(夏
以
降
も
う
教
鞭
は
取
ら
ず
に
文
章
を
書
く
こ
と
に
専
念

で
き
た
ら
と
思
う
が
、

こ
れ

は
そ
う
簡
単
に
は
行
か
な
い
。
自
分
の
負
担
は
重
く
な
る
が
、
物
書
き
の
収
入
は
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。
創
作
の
大
切
な
こ
と

は
分

か

つ
て
い
て
も
老
母
を
や
り
放
す
訳
に
は
い
か
な
い
。
)

だ
が
、

二
ヵ
月
足
ら
ず
の
南
方
見
聞
の
結
果
は
、
老
舎
を
再
び
教
壇
に
戻
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、

三
四
年
初
秋
、
山
東
大
学
文
理
学

院
の
招
聴
を
受
け
青
島
に
赴
い
た
が
、
早
く
も
十
二
月
に
は
趙
景
深

へ
の
返
信

(趙
は
雑
誌

『青
年
界
』
の
編
集
者

で
、
老
舎

に
長
篇

小
説

の
依
頼

の
手
紙
を
送

っ
た
)
で
次
の
よ
う
に
言

っ
て
い
る
。

假
如
明
年
秋
間
能
離
開
学
校
,
那
便
好
辮
了
。
我
根
希
望
不
再
教
書
。
自
然
從
経
濟
上
看
,
我
現
在
還
不
敢
説
我
能
專
止罪
爲
文
章

喫
飯
,
…
…

(も
し
明
年
秋
に
学
校
を
離
れ
ら
れ
た
ら
、
そ
れ

〈
長
篇
執
筆
〉
は
で
き
る
。
も
う
教
員
は
や
り
た
く
な

い
。
勿
論
経

済
的

に
見
れ
ば
、

い
ま
ま
だ
物
を
書
く
だ
け
で
生
活
し

て
行
け
る
と
は
言
え
な
い
が
…
)

教
師
を
や
め
る
こ
と
に
よ
る
経
済
的
な
困
難
は
重
重
承
知

の
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
斉
大
を
辞
職
し
て
ま
で
行
動

に
出
て

い
る
点
理
解
に
苦
し
む
。
そ
れ
は
老
舎
自
身
が
事
更

「鳥
文
章
的
収
入
太
薄

(物
書
き
の
収
入
は
あ
ま
り
に
も
少
な

い
)
」
な
ど
と
職

老

舎

(斎
藤
)
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業
作
家
と
な
る
最
大
の
障
害
を
収
入
面
の
不
安
に
あ
る
よ
う
に
言
う

一
方
で
、
九
月
に
得
た
山
東
大
学
の
職
を
早
く

も
十
二
月
に
は
辞

め
る
算
段
を
し
て
い
る
事
に
も
当
て
は
ま
る
。
更
に
注
目
す
べ
き
は
、

「專
侯
着
鳥
東
西
喫
不
上
飯

(物
を
書
く
だ

け
で
は
食
べ
て
い

け
な

い
)
」

の
真
意
が

一
体
何
な
の
か
、
ど
う
い
う
状
況
を
目
賭
し
そ
の
結
論
を
引
き
出
し
た
の
か
再
考

の
余
地
が
あ
る
。
老
舎

の
上

海
行
き

に
つ
い
て

『
老
舎
評
傳
』
は
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

上
海
は
已
に
老
舎
の
想
像
し
て
い
た
姿
で
は
な
く
、
ま

っ
た
く
の

「
不
景
気
」
で
あ

つ
た
。
国
民
党
反
動
派
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
文

化
独
裁
主
義
の
影
が
文
芸
界
を
お
お
い
、
反
革
命
の
文
化

「
包
囲
」
が

一
切
の
人
民
文
芸
の
生
存

の
望
み
を
打
ち
砕
い
た
。
老
舎
が

上
海

に
至
る
前
年
、

つ
ま
り

一
九
三
三
年
十
月
、
十

一
月
、
上
海
良
友
図
書
公
司
、
神
州
国
光
社
な
ど
の
書
店
や
上
海
芸
華
電
影
公

司

が
た
た
き
壊
さ
れ
た
。
ま
た
、
彼
が
上
海
を
離
れ
て
か
ら
数
ヵ
月
後

の

一
九
三
四
年
十

一
月
、

『
申
報
月
刊
』

が
抗
日
言
論
を
掲

載

し
た
と
し
て
、
国
民
党
特
務
が
福
杭
公
路

で

『
申
報
』

の
責
任
者

で
あ
る
史
量
才
を
暗
殺
し
た
。
老
舎
は
上
海
を
見

て

「
物
を
書

く
だ

け
で
は
食
べ
て
い
け
な
い
」

こ
と
を
は

つ
き
り
と
感
じ
と

っ
た
。

こ
れ
を
素
直
に
読
め
ば
、
対
内
的
に
は
南
京
政
府
の
反
共
政
策
、
対
外
的
に
は
日
本
の
侵
略
攻
勢
と
い
う
社
会
情
勢
の
中
、
当
局
の

言
論

弾
圧
が
強
化
さ
れ
、
文
芸
界
、
出
版
界

の
先
行
き
不
安
に
よ
り

「
職
業
作
家
」

で
は
方
便

の
立
た
な
い
こ
と
を
実
感
し
た
と
言
え

る
が
、

果
し
て
そ
う
で
あ

っ
た
の
か
、
ま
た
、
老
舎
の
胸
中
は
如
果
な
る
も
の
で
あ

っ
た
か
考
え
た
い
。

一88一

二

 

老

舎

の

山

東

七

年

間

の
足

跡

を

見

る

と

、

0

30
年

7

月

～

34
年

7

月

中

旬

斉

魯

大

学

教

授

(
済

南

、

四

年

)

・
34

年

8

月

19

日

～

9
月

上
旬

上

海

・
南

京

(
約

一
ヵ
月

)

0

34
年

9

月

～

36
年

7

月

中

旬

山

東

大

学

教

授

(
青

島

、

一
年

十

ヵ

月

)

・
36

年

7

月

～

37

年

8
月

13

日

青

島

に

て
文

筆

生

活

(
約

一
年

一
ヵ
月

)

0

37
年

8

月

13

日
～

Ⅱ
月

15

日

上

海

行

き

を

断

念

し
、

斉

魯

大

学

教

授

(
約

三

ヵ
月

)



・
37
年

Ⅱ
月
15
日

臨
時
首
都
漢

口
へ
向
う

こ
こ
で
は
ま
ず
、
老
舎
の
言
う
と
こ
ろ
の
職
業
作
家

一
本
で
は
経
済
的
に
成
り
立
た
な
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
見

て
み
る
。

大
学
を
辞
し
て
の
決
断
に
は
当
然
、
そ
れ
な
り
の
収
入
を
得
る
成
算
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
は
ず
で
あ
る
。
彼
が
規
準
と
す
る

「
職
業

作
家
」

の
収
入
に
つ
い
て
は
次
の
言
葉
か
ら
分
か
る
。

在
七
七
抗
職
那

一
年
的
前
半
年
,
我
同
時
爲
雨
篇
長
篇
小
説
。
這
雨
篇
是
雨
家
刊
物
的

"長
篇
連
載
"
特
約
稿
,
約
定

:
毎
月
各

登
萬
字
,
稿
酬
拾
元
千
字
。
這
様
我
毎
月
就
能
有

二
百
元
的
固
定
収
入
,
可
以
作
職
業
作
家
　
。

(
七
七
抗
戦
の
年
の
前
半
年
、
私

は
同
時
に
二
篇
の
長
篇
小
説
を
書

い
て
い
た
。

こ
の
二
篇
は
二
つ
の
雑
誌

の

「長
篇
連
載
」
特
約
原
稿

で
、
毎
月
お
の
お
の

一
万
字

を
載
せ
、
稿
料
は
千
字
十
元
と
決
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
私
は
毎
月
二
百
元
の
固
定
収
入
を
得
る
こ
と
に
な
り
、
職
業
作
家
た

り
得
た
。
)

実
際
に
は
こ
の
計
画
は
日
中
戦
争

の
勃
発
に
よ
り
頓
挫
し
、
已
に
書
き
上
げ
た
各

々
三
万
字
余
り
の
原
稿
は
散
侠

し
た

(
『病
夫
』

と

『
小
人
物
自
述
』
、
後
者
は
三
七
年
八
月

一
日
刊

『
方
舟
』
誌
第
三
九
期
に
四
章
分

一
万
五
千
字
が
掲
載
さ
れ
た
)
。
月

二
百
元
を

「
職
業
作
家
」
の
規
準
に
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
こ
れ
は
三
六
年
七
月
か
ら
約

一
年

一
ヵ
月
、
青
島

で
作
家
と
し
て
暮
ら
し
て
い

た
時

の
こ
と
で
あ
る
。

在
戦
前
,
當
我

一
面
教
書

一
面
爲
作
的
時
候
,
毎
年
必
利
用
暑
暇
年
暇
鳥
出
十
幾
萬
字
;
當
我
辞
去
教
職
而
專

心
創
作
的
時
候
,

我

一
年

(只
有

一
年
是
這
様
的
作
職
業
的
爲
家
)
可
以
鳥
三
十
萬
字
。

(戦
前
、
教
え
な
が
ら
物
を
書
い
て
い
た

こ
ろ
、
毎
年
必
ず

夏
休
み
正
月
休
み
を
利
用
し
十
数
万
字
書
い
た
。
教
職
を
辞
し
て
創
作
に
う
ち
込
ん
だ
時
、

一
年

〈
た

っ
た

一
年
だ
け
の
職
業
作
家

で
あ

つ
た
〉
に
三
十
万
字
は
書
け
た
。
)

つ
ま
り
こ
の
時
期
に
三
十
万
字

(う
ち

『酪
駝
祥
子
』
十
五
万
七
千
字
)
を
書
い
た
の
で
あ
る
か
ら

「
千
字
十
元
」
と
し

て
、

三
千

元
の
稿
料
収
入
が
あ
り
、
月
に
単
純
平
均
し
て
二
百
三
十
元
に
な

つ
た
こ
と
に
な
る
。
他
に
こ
の
時
期

に
出
版
さ
れ
た
単
行
本
は

『
蛤

藻
集
』
(
三
六
年
十

一
月
、
開
明
書
店
)、

『
老
牛
破
車
』
(
三
七
年
四
月
、
人
間
書
屋
)
が
あ
る
。
ま
た
、
短
篇
集

『
趨
集
』
の
第

三

刷
が

三
六
年
四
月
に
出
て
い
る
。
印
税
収
入
を

こ
の
短
篇
集
に
例
を
と
り
計
算
し
て
み
る
。

『
趨
集
』
は
良
友
図
書
印
刷
公
司
が

「
良

友
文
学
叢
書
」
第
十

一
種
と
し
て
、
三
四
年
九
月
に
初
版
三
千
部
で
出
版
、

三
五
年
に
第

二
刷
を

二
千
部
、
先
の
三
刷
を

二
千
部
出
し

老

舎

(
斎
藤

)
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た
。
叢
書
は

一
律
定
価
0

・
九
元
で
、
印
税
は
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

(ふ

つ
う
十
～
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
魯
迅
は
各
書
店
別
格
扱
い
で
二

〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ

っ
た
と
い
う
)、
慣
例
と
し
て
二
百
元
余
り
を
印
税
先
払

い
と
し
て
作
家
に
支
払

い
喜
ば
れ
た
と
言
う
。

こ
れ
に

従

っ
て
計
算
す
れ
ば
、
三
四
年
が
先
払
い
分
を
加
え
て
約
四
百
元
、
三
五
年
、

三
六
年
が
各
々
二
百
七
十
元
で
合
計
約
九
百
元
が

『
趨

集
』

の
印
税
収
入
と
な
る

(所
得
税
は
民
国
二
十
五
年

〈
三
六
年
〉
か
ら
徴
税
が
始
ま

つ
た
が
、
こ
こ
で
は
考
え
な

い
。
ま
た
、
版
権

買
取

り
方
式
も
あ
り
、
千
字
五
～
十
元
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
)。

『
蛤
藻
集
』
は
四
七
年
ま
で
に
五
刷
、

『老
牛
破
車
』
は
四

一
年

一
月
ま

で
に
三
刷
と
版
を
重
ね
て
い
る
。
定
価

と
部
数
の
具
体
的

数
字

は
未
確
認
で
あ
る
が
、
初
版
の
印
税
も
少
な
く
な
い
事
が
察

せ
ら
れ
る
。

三
四
年
八
月
の
上
海
行
き
は

「月

二
百
元
」

の
収
入
見
込
み
が
あ

つ
て
の
こ
と
だ

っ
た
の
か
、
三
四
年
八
月
ま
で
の

一
年
間
の
原
稿

料
か
ら
考
え
て
み
る
。

老
舎
の
言
う

「千
字
十
元
」
は
、
三
六
、
三
七
年
当
時
の
も
の
で
、
三
三
、
三
四
年
頃
は
こ
れ
よ
り
単
価
が
低
い
は
ず

で
あ
る
。

戦
前
,
我
自
已
能
費
到
拾
元
或
八
元

一
千
字
。

(戦
前
、
私
は
千
字
十
元
あ
る
い
は
八
元
で
売
る
こ
と
が
で
き

た
。
)

こ
の

「戦
前
」
は
三
〇
年
代
全
般
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。
別
の
言
葉
を
引
く
と
、

材
料
受
了
損
失
,
而
藝
術
佑
了
便
宜
;
五
千
字
也
許
十
萬
字
更
好
。
文
藝
併
非
肥
猪
,
塊
児
越
大
越
好
。
不
過
呪
,
十
萬
字
可
以

得
到
三
五
百
元
,
而
這
五
千
字
只
得
了
十
九
塊
銭
,
這
恐
伯
也
就
是
不
敢
老
和
藝
術
親
熱
的
原
因
肥
。

(素
材
は
損
失
を
蒙

っ
た
が
、

芸
術
で
は
得
を
し
た
。
五
千
字
は
十
万
字
よ
り
良
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
文
芸
は
肥
え
た
豚
じ
ゃ
な
い
か
ら
大
き
け
れ
ば
良
い
と
い

う
も
の
で
は
な
い
。
け
れ
ど
十
万
字
は
四
、
五
百
元
に
な
る
が
、

こ
の
五
千
字
は
十
九
元
に
し
か
な
ら
な
か

っ
た
。
こ
れ
が
芸
術
と

い

つ
で
も
仲
良
く
す
る
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
原
因
か
も
知
れ
ぬ
。
)

こ
れ
は
長
篇

『
二
拳
師
』
を
圧
縮
し
た
短
篇

『断
魂
槍
』
に
つ
い
て
の
言
で
あ
る
。

『
断
魂
槍
』
は
三
五
年
九
月

二
十

二
日
よ
り
天

津

『
大
公
報
』
「
文
芸
」
副
刊
に
連
載
さ
れ
た
字
数

五
千
四
百
字
の
短
篇

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
千
字

の
稿
料
が
三

・
五
元
な
い
し
五
元

と
考
え
ら
れ
る
。
勿
論
、
依
頼
ご
と
に
稿
料
は
異
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
お
お
む
ね
こ
の
線
と
考
え
て
差
支
え
な
い
。
因
み
に

『
酪
駝
祥

子
』

の
稿
料
は
、

先
決
定

一
件
事

:
由
八
月
起
,
我
供
給

『
宇
宙
風
』
箇
長
篇
,
由
八
月

一
日
起
,
毎
月
月
首
悠
給
我
匪
八
十
元

;
我
給
恋

一
萬
至
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↓
萬
二
千
字
。

(先
に
決
め
て
お
き
た
い
の
で
す
が
、
八
月
か
ら
、

『
宇
宙
風
』
に
長
篇
を
出
し
ま
す
。
八
月

一
日
よ
り
毎
月
月
初

め
に
私
の
方

へ
八
十
元
送

っ
て
下
さ
い
。
私
は

一
万
字
か
ら

一
万
二
千
字
を
お
渡
し
し
ま
す
。
)

と
あ
る
。
三
六
年
七
月
中
旬
、
山
東
大
学
を
辞
し
た
時
に
執
筆
を
始
め
、
全
文

二
十
四
段
、
十
五
万
七
千
字
。
同
年
九
月
十
五
日
刊

『
宇
宙
風
』
第

二
十
五
期
か
ら
連
載
が
始
ま
り
、
三
七
年
十
月

一
日
刊
第

四
十
八
期
ま

で
続

い
た
。

こ
の
文
面
か
ら
稿
料
は
お
よ
そ

「千
字
七
、
八
元
」
と
思
わ
れ
る
。

三
五
年
九
月

千
字
三

・
五
～
五
元

三
六
年
九
月

千
字
七
～
八
元

三
七
年
八
月

千
字
十
元

こ
の
よ
う
に
各
年
の
稿
料
が
逓
増
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

自
七
七
事
変
以
後
,
十
分
之
九
的
版
税
是
停
護
給
了
,
稿
費
由
八
元
落
至
五
元
,
甚
至
二
元
,

一
千
字
。

(七

七
事
変
以
降
、
ほ

と

ん
ど
印
税
は
支
払

い
停
止
と
な
り
、
原
稿
料
も
千
字
八
元
か
ら
五
元
、
は
な
は
だ
し
い
の
は
二
元
に
落
ち
た
。
)

抗

日
戦

の
戦
乱
に
よ
る
物
価
高
騰
の
他
方
で
、
原
稿
料
は
下
が
る
ば
か
り
、
五
元
で
は
作
家
と
し
て
成
り
立
た
な

い
訴
え
で
あ
る
。

こ
こ
で
も

「
千
字
八
元
」
と
言

っ
て
お
り
、
日
中
戦
直
前
の
稿
料
と
思
わ
れ
る
。
三
○
年
か
ら
三
五
年
夏
の
稿
料
に

つ
い
て
、
老
舎
自

身
の
言
は
見
当
ら
な
い
。
夏
術
の
回
想
に
よ
る
と
、

当
時
、
翻
訳
原
稿
料
は
だ
い
た
い
千
字

二
元
で
、
私
は
毎
日
二
千
字
訳
し
て
い
た
の
で
、
毎
月
百
二
十
元
に
も
な
り
、
文
芸
界
の

貧
し
い
友
人
達

の
中
で
い
つ
し
か

「金
持
ち
」
に
な

っ
て
い
た
。

こ
れ
は

二
八
年
か
ら
三
四
年
ま
で
続
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
翻
訳
は
開
明
書
店

の
夏
再
彙
の
依
頼
で
、
夏
衛

が
二
十
八
歳
の
無

名
の
文
学
青
年
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

「幽
黙
大
師
」
と
称
さ
れ
た
老
舎
の
原
稿
料
が
こ
れ
以
下
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

老
舎
の
三
三
年

六
月
か
ら
三
四
年
七
月
の
作
品
は
、

短
篇
小
説

約
十

一
万
八
千
字

散

文
、
雑
文

約

一
万

一
千
字
以
上

(
六
篇
含
ま
ず
)

詩

三
十
八
行
、
文
二
五
〇
字

(
二
篇
含
ま
ず
)

老

舎

(斎
藤
)
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で
あ
り
、
前
述
の

「
千
字
三

・
五
～
五
元
」
平
均
し
て
四

・
二
五
元
で
換
算
す
れ
ば
、
小
説

・
文
で
十
三
万
字
と
し
て
、

五
百
五
十

元
以

上

(
「
千
字
五
元
」

で
六
百
五
十
元
以
上
)。
詩
は
少
な
く
と
も

「
韻
文

一
行
○

・
二
元
」
と
言

っ
て
お
り
、

七

・
六
元
、
詩
序

文
が

一
・
二
五
元
の
計
約
九
元

(以
上
)
と
な
る
。
更
に
長
篇

『
離
婚
』

の
初
版

(
三
三
年
八
月
三
○
日
刊
)
三
千
部
、
約

四
百
元
を

加
え
る
と
、
千
元
に
近
い
稿
料
収
入
が
あ
り
、
少
な
く
見
積
も

っ
て
も
月
平
均
八
十
元
以
上
の

「
作
家
」
と
し
て
の
収
入
が
あ

っ
た
も

の
と
見
て
よ
い
。

こ
れ
ら
作
品
の
大
部
分
は
、
夏
、
冬

の
休
み
を
利
用
し
て
書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

不
當
教
授
,
我
可
以
把
所
有
的
時
間
花
在
鳥
作
方
面
去
。

(教
授
を
や
ら
な
け
れ
ば
、
す
べ
て
の
時
間
を
創
作

に
使
え
る
。
)

教
員
を
辞
め
れ
ば
年
三
十
万
字
の
稿
料

(千
字
五
元
で
年
千
五
百
元
、
月
百
二
十
五
元
。
千
字
八
元
で
年
二
千
四
百
元
、
月
二
百
元
)

に
よ

つ
て

「職
業
作
家
」

へ
転
身
の
可
能
性
が
現
実
的
な
も
の
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

三

 

大
学
教
授

の
職
を
捨

て
て
ま
で
夢
み
た

「職
業
作
家
」
は
、
た
と
え
老
舎
の
収
入
上
の
算
段
が
実
現
し
た
と
し
て
も
、
経
済
的
に
は

安
定
し
た
高
収
入
の
教
授

に
は
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
彼
が
金
銭

に
つ
い
て
言
及
す
る
と
き
、
そ
れ
は
言
わ
ば

「も

の
の
た
と
え
」

の

よ
う
な
部
分
も
あ
り
、
詣
誰
め

い
た
も
の
も
あ
る
。
幼
少
時
の
家
庭
の
貧
困
が
彼
に
与
え
た
も
の
は
、
金
銭

へ
の
執
着

で
も
、
貧
し
さ

へ
の
嫌
悪

で
も
な

い
。
彼
の
人
生
哲
学
に
刻
ま
れ
た
も
の
は
、
社
会
の
底
辺
で
暮
ら
す
、
貧
し
さ
ゆ
え
に
侮
り
を
受

け
る
庶
民

へ
の
理

解
で
あ
り
、
こ
れ
を
代
表
す
る
正
義
感
で
あ

つ
た
。

三
四
年
八
月
、
上
海
の
状
況
を
見
た
老
舎
は
、
上
海
の
友
人
の
冒
険
し
な
い
方
が
よ
い
と
い
う
忠
告
に
残
念
な
が
ら
従
い
、
山
東
大

学
の
招
聰
を
受
け
再
び
教
壇
に
戻
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
老
舎

の
決
心
を
揺
る
が
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
後
章
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、

辞
し
た
大
学
教
員

の
職
が
当
時
、
社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
如
何
な
る
も
の
で
あ

っ
た
の
か
、
そ
れ
に
よ
り
老
舎

の
上
海
行
き
に
込
め

ら
れ
た
意
の
程
が
垣
間
見
れ
よ
う
。

整
理
巳
講
過
的
講
義
,
預
備
下
學
期
的
新
教
材
,
這
把

「
念
讃
鳥
作
,

四
者
訣

一
不
可
」
的
工
夫
已
作
足
。
此
外
,
還
要
鳥
小
説

呪
。
教
員
兼
爲
家
,
或
者
寓
家
兼
教
員
,
無
論
急
様
排
列
肥
,
這
是
最
時
行
的
事
。
軍
幹
螂

一
行
也
不
鰺
養
家

的
。

(講
義
し
終
え
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た
原
稿
を
整
理
し
、
来
学
期
の
新
教
材
を
揃
え
る
。

こ
の

「
目
を
通
し
た
り
読
ん
だ
り
、
書
い
た
り
作

つ
た
り
の
四
者
欠
く
べ
か
ら

ざ

る
」
作
業
に
割
く
時
間
は
充
分
す
ぎ
る
程
。
そ
の
上
、
小
説
も
書
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
教
員
兼
作
家
、
作
家
兼
教
員
、
ど
ち
ら
に
せ

よ

こ
れ
が
今
風
。
ど
ち
ら
か

一
方
で
は
家
族
は
養
え
ぬ
。
)

「
ど
ち
ら
か

一
方
で
は
家
族
は
養
え
ぬ
」
と
言
う
の
は
、
自
嘲
め
い
た
言
い
方
で
あ
る
。
当
時
の
大
学
教
授
は
月
給
が
三
百
元
で
あ

っ

た
0

『魯
迅
日
記
』
に
よ
る
と
魯
迅
は
二
六
年
厘
門
大
学
教
授

で
四
百
元
、

二
七
年
中
山
大
学
教
授
で
五
百
元
、

こ
れ
は
別
格

で
あ
ろ

う
。茅
盾
と
鄭
振
鐸
が

『
文
學
』
誌
の
創
刊
を
企
画
し
た
三
三
年
、
商
務
印
書
館
の
高
級
編
輯

で
あ

つ
た
傅
東
華
に
新

雑
誌
の
実
務
担
当

を
依

頼
し
よ
う
と

い
う
事
に
な

っ
た
が
、
傅
は
月
給
が
百
元
以
上
も
あ
り
、
果
し
て
こ
れ
を
承
諾
す
る
か
、
と
茅
盾
は
回
想
し
て
い

る
。

同
じ
く
回
想
の
中

で
、
世
界
書
局
等
の
編
集
者
達
の
月
給
が
三
、
四
〇
元
で
あ

っ
た
こ
と
も
分
か
る
。

『
記
者

生
活
三
十
年
』

の

著
者
、
陶
菊
隠
は
、
三

一
年
に

『新
聞
報
』
駐
漢

口
特
派
記
者
と
な
り

「高
薪

二
百
元

(高
給
二
百
元
)
」
と
記
し

て
い
る
。

上
海
の

「
教
授
達
は
戦
前
、
七
、

八
十
元
の
借
家
に
住
ん
で
い
た
が
、
き
わ
め
て
あ
た
り
ま
え
で
あ

っ
た
」
適

背

広
が
読
え
で
五
、

六
十

元
、
革
靴

一
足
七
、
八
元
、
と
鄭
振
鐸
が
書
き
残
し
て
い
る
。
家
賃
に
つ
い
て
言
え
ば
、
三
二
年
四
月
、
魯
迅
は
施
高
塔
路

の
新

築
の
大
陸
新
邨

へ
転
居
し
て
い
る
が
、
茅
盾
は
こ
の
家
賃
を

「
甚
貴
,
毎
月
六
十
元

(非
常

に
高
い
、
毎
月
六
十
元
だ
)
」
と
言

っ
て

い
る
。
丁
玲
は
三

一
年
十

一
月
、
馮
達
と
上
海
善
鐘
路
の
里
弄
の
二
階
に
仮
寓
し
、
家
賃
が
二
十
元
、
賄
い
が

二
十

元
で
あ

っ
た
と
記

し
て
い
る
。

三
百
元
が
如
何
程
の
金
額
か
わ
か
ろ
う
。

爲
了

一
家
的
生
活
,
我
不
敢
濁
断
濁
行
去
捧
了
月
間
可
止罪
的
収
入
,
可
是
我
的
心
裏

一
時

一
刻
也
没
忘
捧
嘗

一
嘗
職
業
爲
家
的
滋

味
。

(
一
家
の
生
活

の
た
め
、
私
が
独
断
で
毎
月
の
確
実
な
収
入
を
捨

て
去
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
け
れ
ど
私

の
胸
中
の
職
業
作

家

に
な
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
は

一
時
た
り
と
も
消
え
る
こ
と
が
な
か

っ
た
。
)

老
舎
が
職
業
作
家

へ
と
急
ぐ
の
は
、
他
で
も
な
く
全
て
の
精
力
を
創
作
に
注
ぎ
た
い
と
い
う
願
望
か
ら
で
あ
り
、

時
局
が
大
き
く
こ

れ
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
軍
が
突
き
付
け
た
銃
口
を
前
に
、
国
家
と
民
族
は
存
亡
の
危
機
に
瀕
し
、
そ
の
焦
燥
感
が

作
品

の
処
々
に
見
え
る
。
と
り
わ
け
自
尊
心
の
欠
如
し
た
民
衆
や
官
僚
等
は
、
老
舎
の
筆
下
で
そ
の
言
動
が
さ
ら
け
出
さ
れ
、
鋭

い
調

刺
や
颯
刺
以
上
に
痛
烈
な

「幽
黙
」

で
処
理
さ
れ
る
。
活
字

の
社
会
的
波
及
力
を
彼
は
処
女
作

「老
張
」
以
来
よ
く
知

つ
て
い
た
。
民

老

舎

(
斎
藤

)
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族

の
自
尊
心
、
個
々
の
人
格

の
尊
厳
を
問
い
糾
し
、
正
義
を
喚
起
す
る
と
い
う
彼
の
課
題
は
、
そ
の
得
意
と
す
る
練
ら
れ
た
構
成
と
熟

成
さ
れ
た
表
現
に
よ
る
長
篇

の
世
界
に
お
い
て
よ
り
効
果
的
に
示
さ
れ
る
。
老
舎
に
は
熟
考
す
る
時
間
が
必
要
だ

っ
た
。

副
次
的
な
理
由
に
過
ぎ
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
斉
魯
大
学
を
去
る
に
あ
た
り
、
そ
の
後
任

の
馬
彦
祥
に
、

「
校
風
が
き
わ
め
て
保

守
的

で
、
教
員
等
は
己
の
保
身

の
み
を
考
え
、
他
の
事
に
関
わ
ろ
う
と
し
な
い
。
講
義
以
外
に
こ
れ
と
い

っ
た
活
動
も
無
く
、
大
学
全

体
に
活
気
と
学
問
の
雰
囲
気
が
無
い
」
と

い
う
言
葉
を
残
し
て
い
る
。

山
東
大
学
に
つ
い
て
も
こ
こ
で
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

山
東
大
学
は
、

一
九
○

一
年
、
山
東
巡
撫
衰
世
凱
の
命
に
よ
り
設
置
さ
れ
た

「
山
東
大
学
堂
」
に
始
ま
る
。
辛
亥
革
命
後
、
廃
止
さ

れ
、
省
立
の
六
つ
の
実
業
専
門
学
校
に
分
割
さ
れ
る
。

二
六
年
、
奉
天
系
軍
閥
張
宗
昌
に
よ

っ
て
再
び
統
合
さ
れ
省
立
山
東
大
学
と
な

っ

た
が
、

二
八
年
、
北
伐
軍
に
よ

つ
て
閉
鎖
、
の
ち
に
南
京
政
府
教
育
部
に
よ

っ
て
省
立
大
と
私
立
青
島
大
学

二

九

二
四
=
二
八
)
を

合
併

し
、

三
〇
年
、
国
立
青
島
大
学

(楊
振
声
校
長
)
と
な
り
、
三
二
年
、
国
立
山
東
大
学

(趙
太
伜
校
長
)
と
改
称
さ
れ
た
。

老
舎
が
赴
任
し
た
三
四
年
は
、

『
山
東
大
學
校
史
』
に
よ
れ
ば
、
文
理
学
院

(
三
二
年
に
文

・
理
統
合
)
に
文

二
系
、
理
四
系
、
他

に
工
学
院
二
系
、
農
学
院
二
部
と
い
う
学
部
構
成
で
あ

つ
た
。

こ
の
年
、
八
六
四
名
が
受
験
し

一
七
六
名
が
合
格
。

中
国
文
学
系
在
籍

生
は

六
七
名
で
あ

つ
た
。
中
文
系

の
専
任
教
授
十
五
名
、
講
師
八
名
、
助
教

三
名
、
主
任
は
張
恰
孫
、
同
僚
に
游
国
恩
、
沈
從
文

(講

師
、

三
四
年
十
月
辞
職
)、
薫
濠
非
等
が
い
た
。
聞

一
多
は
三
三
年

一
月
に
辞
職
、
台
静
農
は
三
六
年
八
月
に
講
師
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
外
国
文
学
系
に
趙
少
候

(仏
文
)
が
お
り
、
三
四
年
七
月
ま
で
梁
実
秋
が
主
任
で
あ

っ
た
。

担
当
科
目
は
、
高
級
作
文
、
小
説
作
法
、
文
芸
批
評
、
欧
洲
文
学
概
論
、
文
芸
思
潮
で
、
週
九
か
ら
十
二
時
間
教

え
た
。
同

『
校
史
』

に
よ

る
と
老
舎
は
当
初
講
師
で
の
ち
に
教
授
と
な

つ
て
い
る
。
教
授
の
任
期
は
通
常

一
年

で
あ
る
が
、
山
東
大
学
は
教
育
研
究
の
連
続

性
を
保
証
す
る
た
め
、

三
年
続
き

で
招
聰
し
て
い
る
。
老
舎
の
在
職
期
間
は
、

一
九
三
四
年
九
月
か
ら

一
九
三
六
年

十
月
と
あ
る
。
待

遇
は
大
学

の
規
定
で
は
、
教
授
三
百
～
五
百
元

(実
際
は
四
百
元
が
限
度
)、
講
師
百
五
十
元
～
三
百
元
、
助
教
六
十
元
～
百
五
十
元
、

助
理
員
四
十
元
～
八
十
元
、
書
記

・
助
手
二
十
五
元
～
五
十
元
、
と
な

つ
て
い
る
。

三
四
年
十
二
月
、
着
任

三
カ
月
に
し
て
前
述
の
趙
景
深
宛
の
手
紙
で
、
ま
た
も
辞
職
願
望
を
吐
露
し
た
。
果
し
て
二
年
後
の
三
六
年
、

老
舎

は
校
長
の
招
聰
を
辞
退
し
た
。
薫
濠
非
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
、
省
政
府
主
席
韓
復
築
が
山
東
大
に
経
済
的

に
圧
力
を
か
け
、
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学
生
運
動
を
巧
み
に
利
用
し
、
実
力
者

で
あ

つ
た
趙
太
倖
校
長
を
辞
任
に
追
い
込
み
、
温
厚
な
林
済
青

(斉
魯
大
学
代
理
校
長
)
を
据

え
た
。
中
文
系

の
ほ
と
ん
ど
の
教
授
は
解
任
さ
れ
た
が
、
新
校
長
は
老
舎
に
元
同
僚

の
誼
か
ら
助
力
を
再
三
依
頼
し
た
が
、
彼
は
同
意

し
な
か

っ
た
と
言
う
。

三
六
年
七
月
、
山
東
大
学
辞
職
。

山
東
大
学
の
二
年
間
、
長
篇
は

一
作
も
手
掛
け
て
い
な
い
。
こ
の
後
の

一
年

二
カ
月
の

「作
家
生
活
」
に
よ

っ
て
、
代
表
作
と
称
さ

れ
る

『
酪
駝
祥
子
』
や

『
文
博
士
』
、

『
我
這

一
輩
子
』
等
が
世
に
送
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
束
の
間

の
作
家
業
も
藍
溝
橋
の

砲
声

に
破
ら
れ
、
膠
州
湾
に
日
軍
軍
艦
旗
が
旗
め
い
た
。

三
七
年
八
月
、
上
海

へ
の
避
難
を
考
え
た
が
、
上
海
よ
り

「
濾
急
勿
来
」

の
返
電
を
受
け
、
ま
た
、
夫
人
の
出
産

に
よ
り
身
動
き
が

と
れ
な
く
な
り
、
と
り
あ
え
ず
単
身
済
南

へ
向

つ
た
。
済
南

で
は
斉
魯
大
学
に
職
を
得
、
青
島
よ
り
夫
人
と

二
子
を
迎
え
る
が
、
大
学

は
授
業
が
停
止
し
、
教
員
、
学
生
も
次
々
と
離
れ

て
い
く
有
様

で
あ

っ
た
。
日
本
軍
が
済
南
に
迫

つ
た
十

一
月
十
五
日
、
遂
に
老
舎
は

一
人
、
臨
時
首
都
漢

ロ
へ
旅
立

つ
。

從

一
九
三
○
年
我
就
想
作
箇
職
業
的
鳥
家
,
経
過
抗
戦
,
我
想
連

「職
業
的
」
三
箇
字
也
取
消
,
而
乾
脆
就
我
更
永
遠
作
箇

「鳥

家
」
,
因
爲

「
職
業
的
」

一
詞
含
有
挿
銭
喫
飯
之
意
,
而
我
今
天
是
身
無
長
物
,
連
妻
小
已
都
快
餓
死
了
。
多
哨

我
自
己
餓
死
,
我

就

不
能
不
放
下
筆

;
但
是
在
餓
死
之
前
,
我
総
算
要
不
停
的
工
作
,
因
爲
我
要
作

一
箇

「
鳥
家
」
。

二

九
三
〇
年
か
ら
私
は
職
業

作
家

に
な
り
た
い
と
思

っ
て
い
た
。
抗
日
戦
に
よ
り
、

「
職
業
的
」
の
三
文
字
を
取

つ
て
、
永
遠
に

「作
家
」
と
な

っ
た
。

「職
業

的
」

に
は
稼

い
で
暮
ら
す

の
意
が
あ
る
が
、
今
の
私
は
素
寒
貧

で
あ
り
、
妻
や
子
に
も
ひ
も
じ
い
思
い
を
さ
せ
て
い
る
。

い
つ
か
私

も
飢

え
死
ぬ
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
筆
は
放
せ
な
い
。

そ
の
前
ま

で
仕
事
を
止
め
る
こ
と
な
く
続
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
私
は

「作

家
」
な
の
だ
か
ら
。
)

は

か
ら
ず
も
、
抗
戦
が
彼
を

「
作
家
」
に
し
、
以
後

二
度
と
教
壇
に
戻
る
こ
と
は
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。
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四

月

三
百
元
の
高
給
を
捨

て
、

「
職
業
作
家
」

へ
の
可
能
性
を
探
る
べ
く
訪
れ
た
上
海

で
、
老
舎
は

「
物
を
書
く
だ

け
で
は
食
べ
て
行

け
な

い
」
と
い
う
思
い
を
強
く
し
、
不
本
意
な
が
ら
大
学

へ
戻
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
月

々
二
百
元
の
収
入
を
得
る

見
通
し
が
出
版
界
の
不
況
や
政
情
の
先
行
き
不
安
に
よ
り
立
た
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
出
版
界

の

「
不
景
気
」
は
、

山
東

へ
戻

っ
て
か
ら
の

「
作
家
」
と
し
て
の
仕
事
振
り
を
見
る
限
り
当
た
ら
な
い
。
三
四
年
十
月
か
ら
三
五
年
十
月
ま
で
、

小

説

(十
七
篇
)
約
十
五
万
字

散

文

・
雑
文

約
四
万
五
千
字

二
十
万
字
近
く
も
書
い
て
い
る
。
掲
載
先
も
新
た
に
増
え
、
新
し
く
創
刊
さ
れ
た

『
太
白
』
、

『
宇
宙
風
』
、

『
水
星
』
、

『
新
文
學
』

等
も
加
わ

つ
た
。

『
申
報

・
自
由
談
』
等
政
府
の
言
論
統
制
で
消
え
た
も
の
も
あ
る
が
、

「
不
景
気
」
と
果
た
し
て
言
え
よ
う
か

(確

か
に
三
三
年
末
は
経
済
的
に

「
不
景
気
」

で
上
海
の
商
店
で
倒
産
し
た
も
の
が
か
な
り
あ

っ
た
こ
と
は
事
実

で
あ
る
)。

在
齊
大
辞
職
後
,
我
鉋
到
上
海
去
,
主
要
的
目
的
是
在
看
看
有
没
有
作
職
業
鳥
家
的
可
能
。
那
時
候
,
正
是

「
一
二
八
」
以
後
,

吾
業
不
景
鱒
,
文
藝
冊
勿
役
少
,
湛
上
的
朋
友
告
訴
我
不
要
日目
瞼
。

(斉
大
を
辞
め
て
上
海

へ
行

っ
た
。
主
な
目
的
は
職
業
作
家
に

な

る
可
能
性
が
あ
る
か
否
か
を
見
る
こ
と
に
あ

っ
た
。
そ
の
頃
は

「
一
二
八
」

の
後
で
、
出
版
界
は

「
不
景
気
」

で
文
芸
雑
誌
も
少

な
く
、
上
海
の
友
人
か
ら
冒
険
し
な
い
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
)

「
正
是

『
一
二
八
』
以
後
」
は
、
三
二
年

一
月
の
上
海
事
変
を
指
し
、
そ
の
後

云
々
を
言
う
の
だ
が
、
時
間
的
な
齪
賠
が
あ
る
。

こ
の
度
の
戦
没
は
三
カ
月
足
ら
ず

で
あ

っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
上
海
の
経
済
、
文
化
、
民
生
は
ど
れ
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た
し
、

全

て
の
文
芸
刊
行
物
が
ほ
と
ん
ど
停
刊
と
な
つ
た
。

と
施
蟄
存
は
言

っ
て
い
る
。
現
代
書
局
は
こ
の
機

に
大
型
文
芸
誌
を
計
画
し
た
。
そ
れ
も
従
来
の
よ
う
な
発
禁
に
な

つ
た
左
翼
文
芸

誌

(
『
拓
荒
者
』
、

『
大
衆
文
藝
』
)
や
民
族
主
義
文
学
系
誌

(
『
前
鋒
』
)
の
よ
う
な
政
治
色

の
強

い
も
の
を
排
し
、
編
集
人
に
政

治
的
無
色
の
施
蟄
存
を
選
び
、
三
二
年
五
月
、

『
現
代
』
を
創
刊
し
た
。
周
知
の
と
う
り
こ
の
雑
誌
は

「
同
人
誌

で
な
い
普
通

の
文
芸
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誌
」

を
標
榜
し
た
た
め
、
五
四
新
文
学
運
動
以
来

の
同
人
誌
に
慣
れ
て
来
た
文
人
た
ち
の
目
に
左
で
も
右
で
も
な

い
雑
誌
と
映
り
、

「第

三
種
人
」
の
同
人
誌
と
決
め

つ
け
ら
れ
る
に
至
る
。
逆
に
言
え
ば

「
旗
色
」
を
鮮
明
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

三

二
年
九
月
に
は
林
語
堂
主
編

(
の
ち
陶
充
徳
)
の

『
論
語
』
が
創
刊
さ
れ
、
老
舎
は
特
約
撰
稿
者
と
な

っ
た
。

ま
た
、
日
本
軍
の

砲
撃

で
焼
失
し
た
商
務
印
書
館
も
王
雲
五
の
尽
力
で
、
同
年
秋
か
ら
使
用
す
る
教
科
書

の
印
刷
体
制
を
確
保
し
、
八
月

一
日
に
は
復
興

宣
言
を
出
し
、

『
東
方
雑
誌
』
等
四
種
類
の
刊
行
物
も
十
月
に
は
復
刊
し
て
い
る
。
上
海
事
変
に
よ
る
影
響
は
夏
ま

で
に
は
概
ね
平
息

に
向

か

っ
た
と
見
て
よ
い
。

自
從
濾
職
以
後
,
刊
物
増
多
,
各
処
拭
我
爲
文
章
。

(上
海
戦
役
後
、
雑
誌
が
増
え
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
文
章
を
書
く
よ
う
に
た
の

ま

れ
た
。
)

と

言
い
、
ま
た
、

趨
到

「
一
二
八
」
以
後
,
我
綾
畳
得
非
爲
短
篇
不
可
了
,
因
爲
新
起
的
刊
物
多
了
,
大
家
都
要
稿
子
,
短
篇

自
然
方
便

一
些
。

(
「
一
二
八
」
の
後
、
短
篇
を
書
か
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
。
新
た
に
雑
誌
が
増
え
、
皆
原
稿
を
ほ
し
が

っ
た
の
で
、
短
篇
が
都
合

が
良
か

っ
た
か
ら
だ
。
)

更

に
、
『
大
明
湖
』
火
葬
以
後
,
濾
上
文
藝
刊
物
索
稿
者
漸
多
。

(
『大
明
湖
』
が
焼
か
れ
て
し
ま

っ
た
後
、
上
海

の
文
芸
誌

で
原
稿
を

求

め
て
来
る
の
が
多
く
な

っ
た
。
)

と
述

べ
て
お
り
、

「
書
業
不
景
氣
,
文
藝
刊
物
根
少
」
は
釈
然
と
し
な
い
。
確
か
に
三
三
年
十

一
月
か
ら
三
四
年
前
半
ま

で
、
国
民

党
上
海
市
党
部

の
言
論
統
制
、
出
版
物
の
検
閲
強
化
に
よ
り
、
書
店
や
左
翼
作
家
の
経
営
や
活
動
に

一
時
支
障
が
あ

っ
た
が
、
書
店
業

界
は
検
閲
に
ふ
れ
た
部
分
を
削
除
し
て
出
版
、
販
売
す
る
方
策
を
と
り
、
作
家
の
う
ち
当
局
か
ら
睨
ま
れ
た
者
は
筆
名
を
様

々
に
変
え

て
対
応
し
た
こ
と
も
あ
り
、

こ
の
風
波
も
程
な
く
収
ま

っ
た
。
茅
盾
は
三
四
年
が
雑
誌
発
禁
措
施
に
抗
し
て
新
刊
誌

が
続
々
と
生
ま
れ
、

「
雑
誌
の
年
」
と
呼
ば
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。

山
東
に
戻

っ
た
後
、
老
舎
は
相
変
ら
ず

『
文
學
』
、

『
現
代
』
、

『
論
語
』
、

『
人
間
世
』
等
の
原
稿
依
頼
に
応
じ
、
三
五
年
に
な
る

と
創

刊
さ
れ
た
各
種
雑
誌
か
ら
の
求
め
も

こ
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

老

舎

(斎
藤
)
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と

こ
ろ
で
老
舎
は
十
数
日
に
及
ぶ
上
海
滞
在
で
作
家
、
編
集
者
に
比
較
的
幅
広
く
会

っ
て
い
る
。
北
四
川
路
の
良
友
図
書
印
刷
公
司

を
訪

れ
、
趙
家
壁
、
鄭
伯
奇

(
『
電
影
書
報

』
編
集
者
)、
馬
国
亮

(
『
良
友
書
報
』
編
集
者
)
と
初
め
て
会

い
、

そ
の
場
で

『
良
友

書
報
』

の
作
品
依
頼
を
快
諾
し
た
。

「
良
友
叢
書
」

へ
も

『離
婚
』
に
続
く
二
作
目
の
書
き
下
し
を
求
め
ら
れ
た
。

こ
れ
は
結
局
実
現

し
な

か

っ
た
。

旧
知
の
鄭
振
鐸
と
も
会
い
、
同
宅
で
茅
盾
と
面
識
を
得
、
鄭
の
主
宰

で
茅
盾
、
巴
金
、
黎
烈
文
、
徐
調
孚
、
葉
聖
陶

等

「
左
翼
作
家
」

の
面

々
と
会
食
し
た
。
別
に
、
林
語
堂
、
郡
洵
美
、
沈
有
乾
、
簡
又
文
等
雑
誌

『
論
語
』
に
集
ま
る
作
家
と
も
卓
を
囲
ん
で
い
る
。

魯
迅
と
は
連
絡
が
上
手
く
行
か
ず
、
面
会
を
果
た
せ
な
か

っ
た
。

『
魯
迅
先
生
逝
世
二
週
年
紀
念
』
(
三
八
年
十
月
講
演
)
の
中

で
、

こ
の
事
を
残
念
が

つ
て
い
る
。

趙
家
壁
と
は
良
友
倒
産
後
、
農
光
出
版
公
司
を
共
に
設
立
し
た
仲
で
あ
る
。
だ
が
、
趙
の
回
想
に
は
老
舎
が

「職
業
作
家
」
を
断
念

し
た
件
に
つ
い
て
の
記
述
は
見
当
ら
な
い
。

難
然
家
在
北
平
,
可
是
已
有
十
六
七
年
没
在
北
平
住
過

一
季
以
上
了
。
因
此
,
封
於
北
平
的
文
藝
界
的
朋
友
就
多
不
相
識
。
不
喜

上
海
,
当
然
不
常
去
,
去
了
也
馬
上
就
走
開
,
所
以
封
上
海
的
文
藝
工
作
者
認
識
的
也
根
少
。

(実
家
は
北
平
と
は
言
え
、
も
う
十

六
、
七
年
も
北
平
に
ひ
と
季
節
以
上
住
ん
だ
こ
と
が
無
い
の
で
、
北
平
の
文
芸
界

の
人
々
も
多
く
は
面
識
が
な
い
。
上
海
は
好
き

で

は
な
く
、
当
然
し
ょ

つ
ち
ゅ
う
は
行
か
な
い
し
、
行

つ
て
も
す
ぐ
帰
る
か
ら
、
上
海
の
文
芸
活
動
家
で
知
る
者
も
少
な
い
。
)

彼
が
文
芸
界
の
論
争
に
自
ら
関
わ
ろ
う
と
し
な
か

っ
た
事
は
事
実
で
あ
る
。
こ
の
国
の
病
態
を
痛
烈
に
調
刺
し
た

『
猫
城
記
』
(
三

二
年

八
月
か
ら
三
三
年
四
月
、

『
現
代
』

に
連
載
)
に
は
強
い
主
張
が
あ

っ
た
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
不
評
を
買

っ
た
。

老
舎
は
こ
の
作
品

で
失
な

っ
た

「
名
誉
」
を
回
復
す
べ
く

「
幽
黙
」
に
戻
り
、

『離
婚
』
を
書
い
た
。

「
時
局
が
こ
ん
な
で
あ
る
の
に
、

『幽
黙
』

で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
の
は
、
心
と
裏
腹

で
あ
り
、
涙
を
の
ん
で
笑
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と

『
離
婚
』
執
筆
中
に
も
ら
し
て
い
る
。
文
芸

界
の
論
争
よ
り
も
中
国
と
中
国
人
の
命
運
に
よ
り
重
き
を
置
い
た
彼
が
、

「
愛
国
作
家
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
が

こ
こ
に
あ
る
。

「
革
命

文
学
」
運
動
が
三
○
年
に
左
聯
に
収
約
さ
れ
て
後
、
左
聯
は
党
の
下
部
組
織
化
傾
向
を
強
め
、

「
反
動
的
」
民
族
主
義
文
学
、

「
第
三

種
人
」
、

「
自
由
人
」
、
林
語
堂
等
と
論
戦
を
繰
り
広
げ
た
時
、
老
舎
の
よ
う
な
、
こ
う
し
た
議
論
に
馴
染
ま
な

い
作
家

に
立
錐
の
余
地

が
果

し
て
あ

っ
た
だ
ろ
う
か
。
ま
し
て
や

「
職
業
作
家
」
と
し
て
、
い
ず
れ
の
派
に
も
属
さ
ず
活
動
し
て
行
く
場
が
残
さ
れ
て
い
た
だ
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ろ
う

か
。

山
東
大
学
で
は
、
同
僚
の
王
統
照
か
ら
上
海
文
芸
界
の
複
雑
な
情
況
や
人
事
を
め
ぐ
る
確
執
、
各
派
間
の
争
い
を
度

々
聞
い
た
が
、

老
舎

は
笑

つ
て
意
に
介
さ
な
か

っ
た
と
言
う
。
し
か
し
、
全
国
的
な
抗
戦
が
始
ま
る
と
俄
然
、
彼
の
態
度
は

一
転
し
た
。

平
潅
爾
大
文
藝
本
螢
的
工
作
者
,
認
識
我
的
根
少
。
抗
戦
後
,
有
了
見
面
的
機
會
,
我
交
了
朋
友
。

(中
略
)
我
差
見
人

;
文
人

中
自
然
也
有
不
少
生
人
,
可
是
我
不
泊
見
他
椚
,
且
願
交
爲
朋
友
,
因
爲
既
同
是
文
人
,
自
有
相
近
之
外
,
人
錐

生
,
而
氣
味
似
久

已
相
投
。

(北
平
、
上
海
の
文
芸
活
動
家
で
私
を
知
る
者
は
少
な
か
っ
た
。
抗
戦
が
始
ま

つ
て
後
、
彼
等
と
会
う
機
会
が
出
来
て
親

し
く
な

っ
た
。

〈
中
略
〉
私
は
人
に
会
う
の
が
恥
し
い
た
ち
で
、
文
士
達
の
中
で
知
ら
ぬ
者
も
少
な
く
な
か

っ
た
。
け
れ
ど
彼
等
に

会
う
の
が
嫌

で
は
な
く
な

つ
た
し
、
む
し
ろ
親
し
く
な
り
た
い
と
思

っ
た
。
同
じ
文
士
な
の
だ
か
ら
自
と
似
た
所

が
あ
る
し
、
慣
れ

れ
ば
馬
も
合

っ
て
く
る
。
)

彼
を
変
え
た
も
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
全
民
族

一
致
し
て
救
国
に
あ
た
る
抗
日
の
大
義
で
あ
る
。
如
し
老
舎
と
い
う
人
物
が
無
か

つ

た
と
し
た
ら
、
作
家
達
の
団
結
が
保
た
れ
な
か

っ
た

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
老
舎

の
抗
日
戦
時
期

の
活
動
振
り
に
示
さ
れ

て
い
る
。

老
舎

の
三
四
年

八
月
の
上
海
行
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
記
述
や
文
辞
は
、
出
版
界
の
不
況
が
問
題
だ

つ
た
の
で
は
な
く
、
上
海
文
芸
界
の

情
況

を
嫌

っ
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
左
右
中
間
各
派
の
論
争
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
抗
日
の
言
論
ま
で
も
封
じ
よ
う
と
す
る

空
気
を
嫌

っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
時
点
で

「
職
業
作
家
」
と
な

っ
て
も
経
済
的
に
は
必
ず
し
も
困
窮
す
る
訳
で
は
な
か

つ
た
し
、
作
家

に
な

る
こ
と
の
代
償
と
し
て
は
軽
微
で
あ

つ
た
。

各
派

が
論
争
を
繰
り
返
す
時

で
は
な
く
、
国
民
党
政
府
が
こ
れ
を
取
締
る
こ
と
に
腐
心
す
る
時

で
も
な
い
と
考
え
た
に
違
い
な
い
。

「
物
を
書
く
だ
け
で
は
…
」
の
言
葉

に
、
物
を
書
く
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
危
機
的
状
況
が
迫

っ
て
い
る
、
そ
れ
に
ど
う
対
す
る
か

と
い
う
老
舎

の
心
情
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。

弱
体
化
し
た
清
朝
が
八
力
国
聯
合
軍
の
侮
り
を
受
け
た
時
、
義
和
団
は
列
強
軍
隊
に
抗
し
よ
く
戦

っ
た
が
、
最
後
、
清
朝
は
列
強
に

屈
服
し

て
し
ま

っ
た
。

こ
の
歴
史
が
老
舎
の
胸
中
に
深
く
刻
ま
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

二
度
と

「国
破
家
亡
」
を
味

わ
い
た
く
な
い
と

考
え
た
は
ず
だ
。
日
本
軍
の
前
に
中
国
が
崩
壊
す
る
様
を
人

々
の
失
敗
、
敗
北
で
暗
示
的
に
表
現
し
た
彼
の
短
篇

『哀
啓
』
が

『
文
學
』

誌
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
、

三
六
年
十
月
の
こ
と

で
あ
る
。

老

舎

(
斎

藤

)
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主

老
舎

「
還
想
着
地
」

一
九
三
四
年
十
月

『
大
衆
書
報
』
第
十
二
期
。

胡
金
鎗

「
老
舎
和
他
的
創
作
」

一
九
七
四
年

」
月

『
明
報
』
第
九
巻

一
期
。

山
東
大
學
校
史
編
鳥
組

『
山
東
大
學
校
史
』

一
九
八
六
年
四
月
、
山
東
大
學
出
版
社
、
四

一
頁
。

前
掲
注

(
2
)。

老
舎

「
述
志
」

一
九
四
二
年
十
二
月

『
宇
宙
風
』
第

一
二
九
期
。

老
舎

「
『櫻
海
集
』
序
」

一
九
三
五
年
八
月
、
人
間
書
屋
。

老
舎

「
一
九
三
四
年
計
劃
」
。

趙
景
深

「
我
所
認
識
的
老
舎
」

一
九
八
〇
年

一
月

『
藝
術
世
界
』
第

一
期
、
老
舎
か
ら
の
書
簡

に
よ
る
。

王
恵
雲
、
蘇
慶
昌

『老
舎
評
傳
』

一
九
八
五
年
十
月
、
花
山
文
藝
出
版
社
、

一
二
七
頁
。

老
舎

「
『
火
葬
』
序
」

一
九
四
四
年
五
月
、
農
光
出
版
公
司
。

老
舎

「
三
年
鳥
作
自
述
」

一
九
四

一
年

」
月

『抗
戦
文
藝
』
第
七
巻

一
期
。

趙
家
壁

『
文
壇
故
旧
録
』

一
九
九

一
年
六
月
、
三
聯
書
店
、
三
〇
四
頁
。

老
舎

「
忠
様
維
持
鳥
家
椚
的
生
活
」

一
九
四
○
年

二
月
二
十
四
日

『星
洲
時
報
』
(新
加
披
)

「
星
農
副
刊
」
、

『
老
舎
文
集
』

十
五
巻
、
四
〇

二
頁
。

老
舎

「
我
急
様
爲
短
篇
小
説
」

一
九
三
六
年

一
月

『
宇
宙
風
』
第

八
期
。

「
一
九
三
二
年
八
月

致
陶
充
徳
」
書
簡
、
好
済
編

『
老
舎
書
信
集
』

一
九
九
二
年
六
月
、
百
花
文
藝
出
版
社
、
四
四
頁
。

前
掲
注

(
13
)、
四
〇
〇
頁
。

夏
衛

『
獺
尋
旧
夢
録
』

一
九
八
五
年
七
月
、
三
聯
書
店
、

=
二
○
頁
。

前
掲
注

(
13
)。
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前
掲
注

(
2
)、

『
明
報
』
第
九
巻
六
期
。

老
舎

「夏
之

一
週
間
」

一
九
三

」
年
九
月

『
現
代
』
第

一
巻
五
期
.

徐
鱗
成

『報
海
旧
聞
』

一
九
八

一
年

二
月
、
上
海
人
民
出
版
社
、
五
六
頁
。

茅
盾

『
我
走
過
的
道
路
』
(中
)

一
九
八
四
年
五
月
、
人
民
文
學
出
版
社
、

一
九
四
頁
。

鄭
振
鐸

「論
大
學
教
授
待
遇
問
題
」

一
九
四
六
年
四
月

『
週
報
』
三
十
四
期
。

前
掲
注

(
22
)、

一
八
二
頁
。

丁
玲

『
魍
魎
世
界
』

一
九
八
七
年
七
月
、
湖
南
人
民
出
版
社
、

一
○
頁
。

老
舎

「
我
急
様
爲

『
酪
駝
祥
子
』
」

一
九
四
五
年

『青
年
知
識
』
第

一
巻

二
期
。

馬
彦
祥

「
馬
彦
祥
談
老
舎
」

一
九
八
四
年
四
月

『
劇
壇
』
、
釘
済
編

『
老
舎
和
朋
友
椚
』

一
九
九

一
年
十
月
、
三
聯
書
店
に

収
む
。

前
掲
注

(
3
)。

薫
濠
非

「珈
城
鉄
公
鶏
」

一
九
八
五
年
三
月

『
中
国
烹
鉦
』
、

『
老
舎
和
朋
友
椚
』
に
収
む
。

前
掲
注

(
5
)。

未
見
の
雑
文
、
散
文
八
篇
、
詩
三
篇
を
含
ま
ず
。

前
掲
注

(
26
)。

施
蟄
存

「重
印
全
扮

『
現
代
』
引
言
」

一
九
八
四
年
九
月
、
上
海
書
店
影
印
版

『現
代
』
。

老
舎

「
『
趨
集
』
序
」

一
九
三
四
年
九
月
、
良
友
図
書
印
刷
公
司
。

前
掲
注

(
14
)。

老
舎

「
習
作

二
十
年
」

一
九
四
四
年
四
月

『
抗
戦
文
藝
』
第
九
巻
三

・
四
期
合
刊
。

前
掲
注

(
22
)、

二
三
五
頁
。

老
舎

「
激
夏
」

一
九
三
五
年
七
月

『良
友
書
報
』
第

一
〇
七
期
。
三
四
年
冬
、
五
、

六
千
字
を
書
い
た
が
、
翌
春
、
あ
る
雑

誌
で
似
通

っ
た
内
容
の
小
説
を
見

つ
け
、
執
筆
を
や
め
、
そ
の
ま
ま
と
な

つ
た
と
い
う
。

老

舎

(
斎

藤

)
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中
国
文
学
論
集

第
二
十
二
号

老
舎

「
懐
友
」

一
九
三
九
年
四
月

『
抗
戦
文
藝
』
第
四
巻

一
期
。

(
39
)
に
同
じ
。

「
一
九
三
三
年

二
月
六
月

致
趙
家
壁
」
書
簡
、
前
掲

『
老
舎
書
信
集
』
に
収
む
。

王
統
照

「遙
憶
老
舎
與
聞

一
多
」

(節
録
)、
前
掲

『
老
舎
和
朋
友
椚
』
に
収
む
。

老
舎

「
自
述
」

一
九
四

一
年
七
月
七
日

『
大
公
報
』

「職
線
」
第
七
九

一
号
。
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